
（別紙３）

～ 2026年　3月7日

（対象者数） 30人 （回答者数）
12人

～ 2026年　3月　14日

（対象者数） 4人 （回答者数） 4人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

2026年4月から、1コマ95分として個別療育、小集団療育の

構成とすることによって、児童の課題の変化に対応できるよ

に変更予定。

3

個々の児童の特性にあわせて、個別療育を実施。 支援前に職員間で個々の児童の特性と支援状況を共有し、支援

内容を検討している。

完全個室で集中できる環境で支援を実施しております。 個室内では、余計な教材を置かずにしており、児童の集中の妨

げにならないように配慮しております。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

個室の数に限りがあるため、利用希望の時間帯が重複すること

があり、希望に沿えない場合がある。

個室数が限られていて、大々的な改装が必要。

個別療育に特化しているため、課題が変化して集団療育が必要

になった場合、対応することができない。

個別療育に特化してきたため、会社の方針変更が必要。

2026年　3月　7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 むすびヶ丘大崎

○保護者評価実施期間
2026年　2月　14日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


